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○熊谷俊人（千葉市長） 皆さん、こんにちは。千葉市長の熊谷でございます。きょうは

千葉氏フォーラムに大勢の皆様方がお越しをいただきまして、まことにありがとうござい

ます。そして、田中先生も先ほどありがとうございました。 

 我々千葉市にとってみれば、何といっても千葉市の都市としての起こりのルーツであ

り、そしてまた、現代の千葉市の都市名にも由来する。そういう意味で、全国の20の政令

指定都市や、また県庁所在地を見ても、町をつくった一族と現代の都市名が今もなお同じ

というのは大変珍しいものでありまして、私は、そういう意味で千葉と名前を聞いたとき

に、県内外、多くの方々が千葉の歴史を感じていただける、そうした取り組みを我々行政

としても、また教育委員会とも連携しながら今進めているところであります。 

 そうした中で今回のテーマは食というところでありまして、研究者の皆様方の丁寧な研

究の成果を受けて、私たちの町における、そうした源平時代の食はどうであったのかとい

うことも含めてしっかりとした掘り下げをさせていただき、そしてまた、さらには歴史に

とどまらずに、千葉市の魅力として今後生かしていくべきエッセンスであり、文化をそこ

から抽出させていただいて、千葉の新たな食のメニューづくりといいましょうか、そうし

たところまでディスカッションの中でつくっていければと考えております。何といって

も、食は日本人は大好きでございますので、やはり歴史にちなんだ形でおいしい名物メニ

ューが現代によみがえってくることで、改めて歴史だけでなく、身近な形でこの千葉氏に

ついて、千葉市の町のルーツについて実感をしていただければありがたいなと思います。 

 ちなみに私は神戸出身でして、神戸はちょっと行ったら、そうした兵士の落ち延びたと

ころの村だという言い伝えとかがあって、そこにはやはり名物料理みたいな形で兵士、源

平にちなんだようなメニューが必ずあったりします。そういう意味では、やっぱりそうし

たものを１つ、千葉の地元の食にかかわる方々とも一緒になりながら発掘していきたいと

思っておりますので、きょう御参加の皆様方のほうでも、私もこんなのを考えてみたよみ

たいなことをおっしゃっていただいたり、一緒に千葉市の新たな歴史と今をつなげる形の

食文化の伝承に向けて御協力、御理解いただければと思います。これからもまた、すばら

しい先生方における発表がございます。どうぞ最後までお楽しみください。ありがとうご

ざいました。（拍手） 


